
１　頭を第一に:健康は脳から始まります。脳は身体の中でも最も大切な臓器の一つです。脳を大
　　切にしましょう。
２　脳の健康は心臓から:心臓によいことは脳にもよいのです。心臓病、高血圧症、糖尿病、およ
　　び脳卒中の予防に役立つことを毎日続けましょう。これらの病気があると認知症になるリスク
　　が高くなります。
３　測定値に注意を:体重、血圧、コレステロール、中性脂肪および血糖の測定値を望ましい範囲
　　に保ちましょう。
４　脳によい栄養を:脂肪が少なく、抗酸化物質やビタミン類を豊富に含む食品を摂りましょう。
５　身体をよく動かそう:身体の運動で、全身の血流がよく保たれ、体の細胞だけでなく、脳細胞
　　が増加する可能性があります。「１日に30分歩く」ことからやってみましょう。
６　心に適度な刺激を:脳をよく働かせることによって、脳の活力は増加し、脳細胞同士の連絡が
　　強化されて脳の予備能が高まります。読み書きをする、ゲームを楽しむ、新しいことを学ぶ、
　　パズルを解くなどが推奨されます。
７　人とのつながりを:身休的、心理的、ならびに社会的要素が組み合わさった余暇活動に参加す
　　ることが、認知症の予防に最も役立つ方法です。人付き合いを大切にして会話を楽しんだり、
　　ボランティア活動、クラブ活動、学習会などに積極的に参加しましょう。
８　頭の怪我に注意:頭の怪我は要注意です。自動車のシートベルトをする、転ばないように家の
　　中を整頓する、自転車に乗るときはヘルメットをかぶるなど、あなたの頭を守ることが大切で
　　す。
９　習慣を見直そう:不健康な習慣を改善しましょう。喫煙や過量の飲酒は止めましょう。
10　将来のために今日から:あなたの将来を守るために、今日から始められることがあるはずです。

脳を健やかに保つ10箇条（アメリカアルツハイマー協会作成）

は
じ
め
に

　
２
０
１
２
年
現
在
、
日
本
全
体
で
は
２
０
０
万
人

以
上
、
世
界
全
体
で
は
４
０
０
０
万
人
以
上
の
人
が

認
知
症
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
ほ
ぼ
半

数
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
よ
る
認
知
症(

ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症)

で
す
。

　
他
に
は
、
脳
血
管
障
害
に
よ
る
認
知
症(

血
管
性

認
知
症)

や
レ
ビ
ー
小
体
病
に
よ
る
認
知
症(

レ
ビ

ー
小
体
型
認
知
症)

が
あ
り
、
併
せ
て
３
大
認
知
症

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
原
因
と
な
る
病
気

は
70
程
度
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
全
体
の
９
割
以
上

が
こ
れ
ら
３
つ
の
疾
患
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
の
診
断
は
、
患
者
さ
ん
に
見
ら
れ
る
症
状

と
脳
画
像
検
査(
頭
部
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
な
ど)

で
病
名
の
診
断
を
行
い
、
臨
床
心
理
検
査

で
認
知
症
の
障
害
の
程
度
を
判
断
し
ま
す
。
な
お
、

ご
家
族
が
お
話
し
に
な
る
内
容
は
非
常
に
参
考
に
な

り
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
に
は
、
い

つ
頃
、
ど
の
よ
う
な
出
来
事
や
事
柄
で
気
づ
か
れ
た

の
か
、
今
ご
本
人
と
ご
家
族
は
何
に
困
ら
れ
て
い
る

か
、
そ
し
て
ご
本
人
と
ご
家
族
は
今
後
ど
の
よ
う
な

対
応
を
希
望
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
、
事
前
に
ま
と
め

て
お
か
れ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

１
　
新
し
い
認
知
症
治
療
薬

　
認
知
症
の
治
療
は
、
薬
物
治
療
と
非
薬
物
治
療
に

分
か
れ
ま
す
。
非
薬
物
治
療
に
は
日
常
生
活
の
中
で

行
え
る
も
の(

別
表
１
脳
を
健
や
か
に
保
つ
10
箇
条)

や
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
ケ
ア
な
ど
で
専
門
家
が

指
導
し
て
行
わ
れ
る
も
の(

身
体
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
・
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン)

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
薬
物
療
法
は
、
記
憶
、

注
意
、
遂
行
機
能(

物
事
の
手
順
や
段
取
り)

の
障

害
な
ど
、
認
知
症
の
基
本
症
状
を
治
療
す
る
薬
剤
と
、

不
眠
、
興
奮
、
俳
徊
な
ど
の
一
時
的
に
随
伴
す
る
症

状
を
治
療
す
る
薬
剤
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
今
回
新
し

く
発
売
さ
れ
た
薬
剤
は
、
記
憶
な
ど
認
知
症
の
基
本

症
状
の
改
善
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
具
体
的
に
お
話
し
し
ま
す
と
、
以
前
に
発
売
さ
れ

て
い
る
ア
リ
セ
プ
ト
と
同
じ
薬
理
作
用
を
持
つ
薬
剤

は
２
種
類
、
レ
ミ
ニ
ー
ル(

一
般
名
ガ
ラ
ン
タ
ミ
ン)

と
い
う
錠
剤
と
リ
バ
ス
タ
ッ
チ
、
エ
ク
セ
ロ
ン
パ
ッ

チ(

一
般
名
リ
バ
ス
チ
グ
ミ
ン)

と
い
う
貼
布

剤
で
す
。
ま
た
、
ア
リ
セ
プ
ト
と
は
異
な
る
薬

理
作
用
を
持
つ
薬
剤
は
１
種
類
、
メ
マ
リ
ー(

一

般
名
メ
マ
ン
チ
ン)

で
す
。
前
の
２
つ
は
、
ア

リ
セ
プ
ト
を
服
用
し
て
も
効
果
が
認
め
ら
れ
な

い
場
合
、
ア
リ
セ
プ
ト
を
中
止
し
変
更
し
て
使

用
し
ま
す
。
後
の
１
つ
、
メ
マ
リ
ー
は
、
認
知

症
が
中
等
度
以
上
に
進
行
し
た
場
合
に
限
ら
れ

ま
す
が
、
ア
リ
セ
プ
ト
な
ど
３
つ
の
薬
剤
と
組

み
合
わ
せ
て
使
用
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
ア
リ

セ
プ
ト
も
含
め
こ
れ
ら
の
新
薬
は
、
認
知
症
の

症
状(

特
に
記
憶
障
害)

を
一
時
的
に
改
善
す

る
も
の
の
、
時
間
が
た
つ
と
再
び
効
果
が
な
く

な
る
た
め
、
認
知
症
を
根
本
的
に
治
す
こ
と
の

で
き
る
薬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
認
知

症
の
進
行
を
遅
ら
せ
た
り
、
家
族
の
介
護
を
軽

減
す
る
可
能
性
が
大
き
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
薬

剤
を
最
低
で
も
一
度
は
試
み
ら
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

２
　
認
知
症
の
今
後

　
血
管
性
認
知
症
に
対
し
て
は
、
脳
血
管
障
害

を
再
発
し
な
い
よ
う
に
予
防
し
た
り
、
狭
く
な

っ
た
脳
血
管
の
流
れ
を
増
加
さ
せ
る
な
ど
の
治

療
法
が
あ
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病
に
注
意
し
、

脂
質
を
多
く
含
む
食
物
の
摂
取
を
少
な
く
す
る

よ
う
に
気
を
つ
け
た
り
、
血
圧
降
下
剤
や
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
降
下
剤
な
ど
を
服
用
し
て
、
脳
血

管
障
害
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ぜ
ひ
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。
し
か
し
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
と
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
根
本
的
な
治
療
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
は
血

管
性
認
知
症
と
同
じ
よ
う
に
、
生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
こ
と
が
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
や
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
に
つ
い
て
も
発
症

を
予
防
し
た
り
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
有
効
な
手

段
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
根
本
的
な
治
療
法
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
一
番
有
望
視
さ
れ
て
い
る
の
が
ワ

ク
チ
ン
療
法
で
す
。
こ
れ
は
、
原
因
と
な
る
物

質
一
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
で
は
β
ア
ミ

ロ
イ
ド
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
、
レ
ビ
ー
小
体
型

認
知
症
で
は
α
シ
ヌ
ク
レ
イ
ン
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
を
脳

内
か
ら
除
去
す
る
治
療
法
で
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
に
つ
い
て
は
す
で
に
国
内
で
も
治
験
中(

一
部
の
患

者
さ
ん
に
臨
床
的
に
使
わ
れ
て
い
ま
す)

で
す
。
た
だ
、

ま
だ
全
員
に
有
効
と
い
う
結
論
は
で
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
が
根
本
的
に
治
療

で
き
る
未
来
は
す
ぐ
そ
こ
に
来
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

認
知
症
が
不
治
の
病
で
あ
る
と
い
う
偏
見
が
も
う
す
ぐ
消

滅
す
る
時
代
が
す
ぐ
そ
こ
に
来
る
と
思
い
ま
す
。



診療科に対する曜日欄の記載は、○＝診療日、―　＝休診となります。
○と（休診有）の記載がある場合は、当月に臨時休診があります。備考欄で、休診日をご確認ください。
また、曜日欄に「日にち」の記載がある場合は、毎週ではなく診療日限定となります｡

説
明

予約制

― ― ―――

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
形成外科

13：00～14：30 13：30～○

予約方法は、Ｐ3上「予約
または予約変更について」
をご参照ください。

―

―
― ― ― ――

― ― ― ―

― ― ― ― ―

― ― ― ―

―

―

―

― ―

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日整形外科
新患

脊椎

上肢

足

リウマチ

再診
予　約
（再診）

9：00～
（10：20～の
場合あり）

10：20～

一
般
外
来

○

○

○ ― ―○

―

―

○○

○

○

○

○ 8：00～11：00

8：00～10：00

8：00～11：00

8：00～11：00 9：00～

6日・27日

3日・17日

9日・23日

子どもの予防接種について

病院休診日のお知らせ

※各診療科の休診日は、「診療科・診療日の案内」
　の最右「備考・休診日」欄でご確認ください。

3月は実施しません。
来月以降、ご案内いたします。

医師別の診療予定が必要な方は、医師（名字）・診療日（数字）
が記載された一覧を、病院・医療連携室でお受取りください。

デ
ー
タ
で
見
る
喫
煙
率

　
先
ご
ろ
、
厚
生
労
働
省
か
ら
平
成
22
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
の
結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
た
ば
こ
に
関
す
る
調
査
で
は
、
喫
煙
率
は
19
・
５
％
で
前
年
比
３
・
９
ポ
イ
ン
ト
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
男
性
は
32
・
２
％
で
前
年
比
６
・
０
ポ
イ
ン
ト
の
減
で
、
女
性
は
８
・
４
％
で
前
年
比

２
・
５
ポ
イ
ン
ト
の
減
と
な
り
、
調
査
開
始
以
来
最
低
の
喫
煙
率
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
た
ば
こ
を
「
や
め
た
い
」
と
考
え
て
い
る
人
の
割
合
は
37
・
６
％
で
、
男
性
は
35
・
９

％
、
女
性
で
は
43
・
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
平
成
34
年
度
ま
で
の

喫
煙
率
の
削
減
目
標
を
12
・
２
％
と
し
て
い
ま
す
。

た
ば
こ
の
害
と
禁
煙
治
療

　
た
ば
こ
の
煙
に
よ
る
健
康
被
害
に
つ
い
て
は
既
に
皆
様
ご
承
知
の
こ
と
で
す
が
、
紫
煙
の
中
に

は
４
０
０
０
種
類
以
上
も
の
化
学
物
質
が
含
ま
れ
、
が
ん
、
循
環
器
疾
患
、
呼
吸
器
疾
患
、
口
腔

疾
患
、
２
型
糖
尿
病
、
妊
娠
へ
の
影
響
、
子
ど
も
へ
の
影
響
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
を
引
き
起
こ

す
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
論
文
（
注
１
）

に
よ
れ
ば
、
平
成
19
年
の
危
険
因
子
ご
と
の
年
間
死
亡
者
数
は
推
計
で
、
１
位
は

｢

喫
煙｣

で
12
万
９
千
人
、
２
位
「
高
血
圧
」
10
万
４
千
人
、
３
位
「
運
動
不
足
」、
４
位
「
高
血

糖
」、
５
位
「
高
塩
分
摂
取
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
ば
こ
を
含
め
、
こ
れ
ら
の
因
子
は
原
則
と
し
て
生
活
習
慣
の
見
直
し
や
服
薬
で
改
善
が
可
能

な
も
の
で
す
。

　
た
ば
こ
は
、
先
の
調
査
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
37
％
方
が
や
め
た
い
と
考
え
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
依
存
性
か
ら
や
め
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
し
か
し
、
今
で
は
禁
煙
治
療
薬
な
ど
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
苦
し
い
思
い
を
せ
ず
に
禁
煙
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
近
隣
の
医
療
施
設
で
は
禁
煙
外
来
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、
ニ
コ
チ
ン
依
存
度
が
高
い
な
ど
の
一

定
条
件
を
満
た
す
方
は
、
保
険
診
療
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
主
流
煙(

た
ば
こ
を
吸
う
人
が
吸
い
込
む
煙)

に
対
し
て
、
副
流
煙(

た
ば
こ
の
先
か
ら
立
ち
上

が
る
煙)

に
は
何
倍
も
の
有
毒
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

当
院
の
取
組
み

受
動
喫
煙
防
止
の
た
め
全
館
禁
煙
、
病
院
の
外
に
「
喫
煙
室
」
を
設
置
し
て
い
ま
す

　
他
人
の
吸
っ
た
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
「
受
動
喫
煙
」
対
策
と
し
て
、
当
院
で
も
平
成
22

年
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
施
設
内
分
煙
か
ら
、
病
院
外
に
「
喫
煙
室
」
を
設
置
し
て
全
館
禁
煙
と
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
利
便
性
な
ど
か
ら
喫
煙
室
ま
で
行
か
ず
、
玄
関
付
近
な
ど
の
人
通
り
の
多
い

と
こ
ろ
で
の
喫
煙
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
受
動
喫
煙
防
止
の
た
め
、
ま
た
は
防
災
上
絶
対
に
お
や

め
く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
病
院
施
設
の
環
境
整
備
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

環

境

整

備

委

員

会

（注1）朝日新聞



予約または予約変更について
受付日時：予約または予約変更をしたい診療科が診療している日の、
　　　　　月～金曜日の午後２時～４時（歯科は歯科の受付欄参照）
方　　 法：電話にて受付けます。

ゆきぐに大和病院 代表

火曜日＝予約制

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日

10日・24日

10日・17日・
24日

2日・16日

内　科
一般外来

内分泌糖尿病

循環器科

睡眠時無呼吸

神経内科

腎臓科

呼吸器科

8：00～

　　11：00

9：00～

9：00～

13：30～

10：15～

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ 備考参照 ○ ○

○

○

○
（休診有）

○
（休診有） ○ ○ ○

― ― ― ―

― ―

― ―

―

―― ― ―

―

―

―

―
（3ページ上の記事参照）

初診は予約が必要

予約制○
（休診有）

休診＝9日（金）、12日（月）、
　　　24日（土）

休診＝22日（木）

休診＝8日（木）、15日（木）

○ ○ ○

○ ○ ○
（休診有）

○

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日和漢診療科

午　　　前

午　　　後

8：00～11：00 9：00～

13：00～14：30 13：30～

○ ○

○ ○ ―

（3ページ上の記事参照）
予約制

― ― ― ― ―

―

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日眼　科
一般受付

予約制

8：00～11：00 9：00～ 予約優先

10：15～○ ○ ― ―○

○

9：00～

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日外　科
胃腸科
肛門科

8：00～11：00○○ ○ ○ ○ ○

○

― ― ― ― ―

―

― ―

― ―

―

―

― ―

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日耳鼻咽喉科

皮膚科

泌尿器科

午　　前

午　　後

8：00～11：00 9：00～

8：00～11：00 9：00～

13：00～15：00 14：00～

○

○ ○

○

○
―――

― ―

― ―

12日・26日

12日・26日

（3ページ上の記事参照）

― ―

― ― ― ―

― ― ― ― ―

予約制

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日精神科
一般外来

メモリークリニック

脳ドック科

高次脳機能障害科

9：00～

13：30～

10：00～

13：30～

○ ○ ○○

○ ―

― ― ― ― ―

休診＝30日（金）

休診＝16日（金）、23日（金）、
　　　30日（金）

22日

12日・26日
一
般
外
来 ― ― ―

― ― ― ――

―

月 火 水 木 土 受　　　付 診　療 備考・休診日小児科
午　　前

午　　後

内分泌糖尿病

8：00～11：00 9：00～

14：00～16：00

14：00～16：30
14：00～

○ ○ ○ ○
（休診有） ○

―

金

○
（休診有）

― ― ―

―

―

予約制

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日歯　科
歯科・小児歯科

矯正科

歯科口腔外科

9：00～

○ ○ ○○ ○ ○

○ ○○ ○ ○

―
電話予約可
8：30～12：30
13：30～17：15

14日・21日・
28日

予約優先
10：30～
9：15～

―

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日

婦人科
8：00～11：00○ ○ ○ ○ ○

○
（休診有）



　
「
高
次
脳
機
能
障
害
」
と
い
う
難
し
そ
う
な
言
葉
で
す

が
、
事
故
や
病
気
に
よ
っ
て
脳
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
後

遺
症
と
し
て
現
れ
る
障
害
で
す
。

　
意
欲
や
興
味
が
も
て
な
い
。
感
情
や
行
動
が
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
な
い
。
注
意
散
漫
で
集
中
で
き
な
い
。
憶
え
ら

れ
ず
、
す
ぐ
忘
れ
る
。
計
画
だ
っ
た
行
動
が
で
き
な
い
。

な
ど
な
ど
、
人
そ
れ
ぞ
れ
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
あ
り
ま
す
。

一
見
、
身
体
に
障
害
が
な
く
健
康
そ
う
に
見
え
て
も
、
以

前
と
は
別
人
の
よ
う
に
思
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
本
人

や
家
族
は
何
か
違
う
と
感
じ
な
が
ら
も
何
が
起
こ
っ
た
か

わ
か
ら
ず
、
ま
た
何
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
ず
、

と
て
も
困
っ
た
り
、
苦
し
ん
だ
り
し
ま
す
。

　
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
で
は
、
毎
月
２
回
（
第
２
・
４
月

曜
日
）
宮
永
院
長
に
よ
る
高
次
脳
機
能
障
害
専
門
外
来
を

行
っ
て
い
ま
す
。
必
要
な
検
査
を
し
て
診
断
し
、
さ
ら
に

必
要
な
方
に
は
症
状
に
応
じ
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
ア
ド
バ
イ
ス
）
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
ご
本
人
と
ご
家
族
を
支
え
る
周
り
の
方
々
（
福
祉

関
係
、
学
校
、
職
場
な
ど
）
と
連
携
し
て
支
援
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
外
来
は
完
全
予
約
制
で
す
。
お
話
を
う
か
が
っ
て

か
ら
の
予
約
と
な
り
ま
す
。
「
命
拾
い
し
た
」
と
喜
ん
で

退
院
し
て
き
て
か
ら
、
こ
の
障
害
に
気
づ
く
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
が
、
最
近
で
は
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
と
り
あ

げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た
た
め
か
、
10
年
以
上

も
前
か
ら
困
っ
て
い
た
、
と
い
う
方
か
ら
の
相
談
を
受
け

る
こ
と
も
め
ず
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
中
に
は
、
相
談
だ

け
で
解
決
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
高
次
脳
機
能
障
害
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

（
相
談
は
無
料
）
　

相
談
担
当
　
地
域
医
療
連
携
室
　
手
島

　
ホ
ー
ム
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
４
人
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
が
い
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
の
中
で
要
介
護
認
定
を
受
け

た
方
が
自
宅
で
療
養
・
生
活
し
て
い
く
た
め
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。

　
家
族
の
誰
か
が
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
り
、
加
齢
に

よ
り
今
ま
で
で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
時
、
ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
介
護
を
す
る

ご
家
族
に
も
い
ろ
い
ろ
な
不
安
が
生
じ
て
き
ま
す
。
胃
の
管
や

24
時
間
点
滴
、
人
工
呼
吸
器
な
ど
医
療
機
器
が
必
要
に
な
る
と
、

そ
の
不
安
は
も
っ
と
大
き
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
一
人
で
は
動
け
な
い
の
に
昼
間
は
一
人
に
な
る
。
ご
飯
は
誰

が
食
べ
さ
せ
る
の
か
、
ト
イ
レ
は
誰
が
連
れ
て
い
く
の
か
、
オ

ム
ツ
交
換
は
・
・
お
風
呂
は
・
・
車
い
す
は
家
で
は
使
え
な
い

の
に
・
・
な
ど
。
そ
し
て
、
「
家
で
は
無
理
！
」
「
仕
事
を
辞
め

な
け
れ
ば
・
・
。
」
「
私
に
で
き
る
か
し
ら
・
・
。
」
と
ご
家
族

の
方
は
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
時
、
「
ご
本
人
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
」
「
ご
家
族
が

で
き
る
こ
と
は
何
か
」
「
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
補
う
た
め
に
ど

ん
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
か
」
な
ど
、
一
緒
に
考
え
て
サ

ー
ビ
ス
を
調
整
し
計
画
を
た
て
て
い
く
の
が
、
私
た
ち
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕
事
で
す
。
困
っ
た
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
、

い
つ
で
も
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
、
家
、
家
族
、
見
慣
れ
た
風
景
や
馴
染
み

の
人
々
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で
大
き
な
支
え
に
な
り

ま
す
。
そ
ん
な
中
で
自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
し
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
「
病
気
や
障
害
が
あ
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地

域
・
家
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
医
療
・
福
祉
・
地
域
と

連
携
し
て
支
援
し
ま
す
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
「
自
分
ら
し

く
」
を
大
切
に
し
、
地
域
全
体
で
支
え
合
う
社
会
作
り
に
少
し

で
も
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ホームケアステーション

ホームケアステーション
（窓口）

大和地域包括支援センター

地域医療連携室

訪　問　看　護
ステーション

ホームケアステーション入口

▲
病
院
入
口


